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平成１６年１０月１３日

報道機関　各位

情報化推進部情報企画課長
河　野　　　登

広島大学とマイクロソフトの協力関係の確立に
ついて

国立大学法人広島大学（所在地：広島県東広島市、学長：牟田 泰三、

以下 広島 大学）とマイクロソフト株式会社（本社所在地：東京都渋谷区、

代表執行役社長： マイケル ローディング、以下 マイクロソフト）は、すべ

ての人々がIT（情報技 術）の利便性を享受し、快適で豊かな生活をおくる

ことができる情報社会の実現 に向けて、次代の情報社会を担う人材育

成を推進するため、協力関係を確立、さ まざまな共同活動を実施するこ

とで本日、合意しました。

詳細は、別紙をご覧ください。

【問い合わせ先】

別紙記載のとおり
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○広島大学とマイクロソフトの協力関係の確立について（詳細）
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　　　　　　　　　広島大学とマイクロソフトの協力関係の確立について

　国立大学法人広島大学（所在地：広島県東広島市、学長：牟田　泰三、以下：広島大学）とマイク 
ロソフト株式会社（本社所在地：東京都渋谷区、代表執行役 社長：マイケル ローディング、以下： 
マイクロソフト）は、すべての人々がＩＴ（情報技術）の利便性を享受し、快適で豊かな生活をおく 
ることができる情報社会の実現に向けて、次代の情報社会を担う人材育成を推進するため、協力関係 
を確立、さまざまな共同活動を実施することで本日、合意しました。

【内　容】 
　①アクセシビリティ分野での共同活動 
　　１．　広島大学およびマイクロソフトは、障害者が健常者と同等に日常生活でITを利活用できる 
　　　　　ようにすることを目的として、障害者にIT指導をする人材（以下：アクセシビリティリー 
　　　　　ダー）の育成を協力して推進する。

　　２．　広島大学は、アクセシビリティリーダー育成のための教育カリキュラムの研究開発を行う。 
　　　　　マイクロソフトは、広島大学による上記研究開発に必要な情報提供と技術指導協力を行う。

　　３．　広島大学およびマイクロソフトは、両者協力して、アクセシビリティリーダーの育成に関 
　　　　　する広報活動を行い、広く社会にその必要性を説くとともに、アクセシビリティリーダー 
　　　　　育成のプログラム設計について検討を行う。

　　４．　広島大学は、障害学生支援のためのボランティア活動室を活用して、マイクロソフトのソ 
　　　　　フトウェアに実装されるアクセシビリティの新機能について先行検証を行い、マイクロソ 
　　　　　フトにフィードバックする。

　②セキュリティ分野での共同活動 
　　１．　広島大学は、マイクロソフトが保有する「ＭＣＡセキュリティ」の フフ
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　　　　割を果たしています。 
　　　　　広島大学は、マイクロソフト社の協力により、高等教育の現場における障害学生とその支 
　　　　援者の視点を反映した支援技術の開発にあたります。また、障害学生が自らその技術を身に 
　　　　つけ、他者への指導を行うリーダーとしても活動できるようにするための人材育成プログラ 
　　　　ムを開発し、社会全体のユニバーサルデザイン化の推進に貢献します。

　　・情報セキュリティ 
　　　　情報システムやネットワークの安全性を維持するには、利用者に対する情報セキュリティ 
　　　教育が不可欠です。 
　　　　広島大学では、情報ネットワークの先進的な活用とともに、情報セキュリティポリシーの 
　　　策定や利用者への啓発活動に取り組んできました。しかし、２万人の教職員・学生を対象に、 
　　　技術の進歩や脅威の変化に対応した最新の情報セキュリティ教育を行うことは容易ではあり 
　　　ません。とりわけ、教育担当者の不足は大きな課題となっていました。 
　　　　今回、広島大学は、すべての教職員・学生を対象にした情報セキュリティ教育を実施する 
　　　ために、マイクロソフト社の提案するＭＣＡセキュリティプログラムを導入します。このプ 
　　　ログラムに沿ってセキュリティ教育を担うリーダーを組織的に養成し、彼らを主体とした教 
　　　育を計画的に実施します。その結果は共同で検討し、大規模な組織におけるセキュリティ教 
　　　育のカリキュラム開発に反映させていきます。また、リーダー養成の対象には学生も含まれ 
　　　ており、大学と

http://www.microsoft.com/japan/partners/mtc/mca


　　　マイクロソフト株式会社　コーポレートコミュニケーション部　岡部・石井・荒木 
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